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熱帯林消失の現状と保全対策

一一ボルネオサバ州の森林消失とSAFODAの森林保全戦略一一

村上公久

Deforestation in the Tropics and Conservation Measures for it 
--Forest Conservation by SAFODA at Sabah State， Malaysian Borneo一一一

阻mihisaMURAKAMI 

Degradation or loss of forest resources in the tropics is one of the most serious problems in global 

environmental issues. Tropical deforestation in last century has been affected not just the shortage of 

wood supply， but soil and water conservation also which is essential for food production， climate sta-

bility， etc. Typical tropical deforestation would be observed in Sabah State in Malaysian Borneo. De四

pending most portion of the state revenue on forest harvest， Sabah has been lost its rich forest 

resources through the last century. Suitable measures should be taken at an earliest possible time UTI-

der rational design of forest conservation practice and efforts of reforestation and afforestation in the 

state. SAFODA Sabah Forestry Development Authority was established in 1976 as a public body to 

perform sustainable forestry practice with Sabah forest. The author has been observed SAFODA 

achievement since middle of 1980s and had an opportunity to visit the sites of its plantation and re-

searched its management加 2001.For practical solution to cope with the problems SAFODA faces 

with today， strategy on silviculture of Acacia hybrid derived from Acacia mangium and Acacia auricu-

liformis should be established. 

はじめに

熱帯林の消失は現在，地球環境問題の最も切迫した問題である(ロンドンサミット「経済宣言J

項目b，54 1991年7月，地球サミット「アジェンダ21J1994年6月)。倒

熱帯林は急速に消滅しつつあり，このことは，林木の供給のみならず，食料生産，薪炭材，家畜

Key words; Malaysian Borneo， Sabah， SAFODA， Acacia hybrid， deforestation， tropics， reforestation， 

afforestation， international cooperation 

キー・ワード: マレーシア、ボルネオ、サパ、熱帯林、造林、植林、アカシア・ハイブリッド、

サバ森林公社、国際協力
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熱帯林消失の現状と保全対策

飼料木，土壌肥沃度，水源等を急激に減少させ，自然環境を劣化させており，現在世界が抱える最

大の脅威となっている O 近年では， 1年間に約1700万ヘクタールの熱帯林が消失しており， 20世紀

後半の半世紀で世紀初頭にあった熱帯林の半分以上が消失した。現在約 2億人の森林居住者が生活

の場が無くなる脅威にさらされており， 10億人以上の人々が薪炭材と飼料木の欠乏に苦しんでいる。

また，開発途上の国々がすでに 150億ドル分の林産物を輸入している O

熱帯林の消滅は貴重な生態系を破壊し，動植物の遺伝子資源の絶滅を進めている。我々の世界の

全途上国人口の半分以上の人々が，現在熱帯林が危機的状況にある56ヶ国内で暮らしている。 (4)，(6)， 

(7)， (9)， (1同，位4)，凶

現在地球環境問題の最大の課題である熱帯林の保全の問題は，先進工業国であるわが国の重要な

責務でもある D 歴史的にもまた経済関係においてもわが国と緊密な，東南アジア地域における熱帯

林の減少と劣化の問題は，国際社会の一員として21世紀を生きるわが国にとって無縁の問題ではな

し瓦域住司，位。

東南アジアの一国でありまたアセアンASEANの主要メンバ一国で、もあるマレイシヤは，首都クア

ラルンプールのある半島マレイシヤと共にボルネオ島にある外領マレイシヤ(サパとサラワクの 2

州 通称マレーシア領ボルネオ MalaysianBomeo) とから成る O サパ州はボルネオ島の北東部に位

置し，インドネシア国のカリマンタンに南接する豊かな熱帯林に恵まれた地域にあるが，近年急激

な熱帯林の減少と劣化によりその豊かな緑は様相を一変しつつある。同州における熱帯林保全は，

東南アジアの森林保全に貢献し，ひいては世界的にその必要が叫ばれている地球環境問題の最大の

課題である熱帯林の保全への直接的な貢献となる。 (3)，(5)， (日)，同，同，阿， (37)，倒，附

本調査・研究の経緯と背景

図1 森林分布半島マレイシア外領マレイシアスマトラ ジャワ (Rubeli，K. 1986) 

。。
ウ
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熱帯林消失の現状と保全対策

図2 外領マレイシアボルネオサバ州と SAFODA造林地

筆者は， 1986年以来JICA国際協力事業団の国際協力専門家として環境保全分野の国際協力事業に

関わってきたが，本論文が扱う地域マレイシア・サパ州の森林資源の保全問題については，主とし

て1987年3月開始されたJICArサパ州造林技術開発訓練計画」を通じて知見があった。このわが国

の国際技術協力プロジェクトは，同州政府の公的な機関であるSAFODArcマレイシア)サバ州森林

公社」を支援するかたちで実行されてきたものである O

筆者は， 2001年 3月にこのマレイシア・サパ州の森林資源保全に関わる技術協力を目的とした

JICAプロジ、エクトの現地活動を調査・研究する機会を得，また同年8月にマレイシア国立大学群サ

バ大学UMSUniversity of Malaysia Sabah に新設された国際熱帯森林学部に招かれて森林保全につい

て講義した際，再び同プロジ、エクトを訪問する機会があった。凶

わが国の対SAFODA支援によるサバ州森林保全への貢献

マレイシア・サバ州においては，森林資源は，これまで同州から大量に産出され長年にわたって

主たる輸出産品でもあった化石燃料の石油・天然ガスが，枯渇性の天然資源であるのに比して，重

要な再生産可能な天然資源であり，州経済への貢献も大きい。

わが国は，国際協力・対外援助の一環として， SAFODA CSabah Forestry Development Authority ) 

rcマレイシア)サバ州森林公社JC以降は， SAFODAと略する)の組織支援を通じてこのサパ州の

森林資源の開発と保全のため， JICA国際協力事業団のプロジ、エクトとして技術協力の分野において

協力事業を実施してきた。 1987年3月開始されたこの協力事業はJICArサバ州造林技術開発訓練計

画Jとして創設されて約 7年間実施され，現在「アフター・ケア プロジ、エクト」に引き継がれて

おり， 2002年5月14日をもって終了する予定である D
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サパ州造林技術開発訓練計画は， SAFODAが実施する造林事業の担い手となる造林中堅技術者の

養成及び造林技術・森林管理棟の技術の開発・改良を目的として， 1987年3月からフォローアップ

も含め 7年間実施され，各分野で当初の目標通りの成果が得られた。しかし，近年の大規模な森林

火災などにより，州では森林の枯渇，荒廃が進行しており，人工林の造成の推進が一層重要かつ緊

急の課題となっている。このため，先のプロジ、ェクトの成果をもとにした，効果的かつ効率的な人

工林の造成及び森林火災防止分野での実践的な協力が求められている O

以上の背景のもと，今後のSAFODAの森林資源の開発・保全実施の可能性を検討することを目的

として以下の項目に関して以下の 4項目について短期研究・調査を実施した。

1) SAFODAの現況と課題を，わが国の対外協力の局面において把握する。

2 )現行の協力内容を検討し，協力の妥当性を調査する。

3)協力分野に関する情報を収集・整理・分析し具体的な全体活動計画案を検討する。

4) プロジェクト実施の詳細な実施体制の調査を行う O

SAFODA (サバ州造林公社)の目的と活動

SAFODAは， 1976年にサパ州の法律に基づき以下を目的として創設された。

1 .商業ベースで木材生産を行うための造林区域を造成する，

2.荒廃地，無利用地を，造林活動を通じて生産的で利用可能な土地へ再生する，

3.造林事業を通じ，自然環境の全体性を拡張することによって造林区域周辺を再生する

4.造林産業活動を通じ，地域社会と私有部門の参加を促す，

5.研究活動を高め，造林技術，木材プロセス，およびマーケテイングサイドを開発する，

6.造林，植林活動を通じ，地域社会・住民の社会経済の向上を促す，

7 .造林事業の教育とトレーニングを通じて， SAFODA職員の技術向上を目指す，

これらの目的を達成するための戦略 (Strategy) として，以下の活動プログラムが設定・実行さ

れている O

1 ) 大規模造林や以下の活動を含む商業ベースの造林地の実現

a) 商業活動に基づく木材とロタンの生産

b) 開発活動の中心地を創設するため遠隔地での活動拠点を築く

2 ) 以下の目的で荒廃地・無利用地を造林する

a) 生産的な土壌状態への回復

-180-
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b) 遠隔地での生活拠点と雇用の創出

c) 水源保全と土砂流出の防備

d) 産業ベースの木材生産

3) 小規模私有林の個人造林を促し，それらを組織する

要約すればSAFODAは，造林事業による荒廃地・無利用地の活用，ならびにそれに伴う地域の振

興と開発を目指している。また最終的には商業的な採算ベースによる木材の生産，自立的な組織運

営を目指している。

対SAFODA国際協力の概要と問題点

サバ州造林技術開発訓練計画は.SAFODAが実施する造林事業の担い手となる造林中堅技術者の

養成及び造林技術・森林管理棟の技術の開発・改良を目的として. 1987年 3月からフォローアップ

も含め 7年間実施された。しかし，近年の大規模な森林火災などにより，州では森林の枯渇，荒廃

が進行しており，人工林の造成の推進が一層重要かつ緊急の課題となっているo (1)川同(同 このため，

先のプロジ、エクトの成果をもとにした，効果的かつ効率的な人工林の造成及び森林火災防止分野で

の実践的な協力が求められている。

これまでの協力事業の経緯は以下の通りである。

-マレーシア・サノリト|造林技術訓練計画(1987年3月14日から1992年3月13日)

・問 フォローアップ (1992年3月14日から1994年 3月13日)

・プロジ、エクト形成調査「森林火災対策(インドネシア・マレーシア)J

・同 アフターケア要請

サパ州の林業状況を州森林局は次のように総括報告している O

-森林資源はほとんど枯渇

-荒廃森林が増加し，この復旧・改善に膨大な費用が必要

.森林行政支出および森林管理費の増加

-木材生産の縮小

・州政府収入の減少
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この州森林局の総括報告のうちでも州政府収入の減少の実体はきわめて深刻であり，特に1997年以

降の東南アジア全体の経済危機はマレイシアにおいても，州政府及びSAFODAの財政に大きく影響

を及ぼしてきており，近年に大きな累積赤字を残してきている。

SAFODAの造林樹種の大部分はAcαc仰 mα.ng仰mで、あり，しかもほとんどパルプ材として生産さ

れてきている O サパ州北部で、はパルプ材の市場は安定してきており， SAFODAでも近年伐採が始まっ

たが，価格が安く現在造林地初期整備の経費を下回る価格で販売されている O

当調査ではSAFODAの現状分析， SAFODAの今後の戦略，および各造林地域のそれぞれの特性に

基づくその戦略における役割，それに基づき今後のわが国の協力課題について検討した。その基本

的な戦略として，

1) Acαciαmαηg仰仰のパルプ・チップ材以外の利用方法の開発

2) Acac似 hybrid (Acα~cia mang仰mとAcaciaαuγiculiformisの混交種)の開発

3) Acαciαmαngiumに頼る造林構造の変革(多用な樹種による造林と多用な経営方針の開発)

があるとし，それぞれの開発分野で北部区域， Bengkoka区域及び、南部区域の役割分担を示した。ま

た特に北部KotaBelud，Ulukukut区域で、は， SAFODAの“荒廃地を緑化する"という社会的貢献と環

境保全機能の面を強調し，Acαciαmαηg仰mが現在までに過去の荒廃草地に創出してきている市場

的価値を評価し，その地域経済への貢献の大きさに着目して， SAFODAの社会的機能を示して行く

必要があることを示唆した。

また現状の森林火災がSAFODAの造林地の価値を失わせていること，その対策をより強化してい

く必要があることを示した。

それらの現状分析に基づいて，現行のアフターケア・プロジ、エクトの二年間では，新しい樹種の

開発やハイブリッドの開発を行なうのが不十分な期間であること，先のプロジ、エクトで造林的手法

の技術はほぼ完成されており， SAFODA内でそれを実際の造林地に適用して行く段階であること，

また現在造林地において伐採が始まっており次の植栽が始められなければならないこと，またそれ

らの伐採計画，植栽計画が造林地内の造林調査データ(インベントリーデータ)に基づいたもので

はないことから，森林調査データの収集方法とそれに基づく造林計画の樹立が早急に必要であると

した。また，新しい樹種導入のための情報収集とその可能性の検討，ティッシュカルチャー技術の

定着とそのAcαciαhybrid繁殖への適用の基礎造りが，アフターケア・プロジェクト終了後のSA-

FODAの自助努力による活動の基盤となるものとして，その初期設定が現行の二年間のアフターケ

ア・プロジェクト内で活動可能な範囲であると考えられる。

森林火災については，現在Bengkokaで、ほとんど完成した火災予消防システムがあること，しかし

それらがSAFODAの全造林区域に及んでいないこと，また1997，98年には，財政危機から十分な機

材と人材が得られなかったこと，また北部Ulukukut周辺や南部Dilayang周辺で、は定期的な火災が多
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いこと，またそれぞれの区域にあった火災予消防体制をBengkokaのシステムをベースとして完成し

て行く必要があること等を示した。(叫(18)

アフターケア・プロジ、ェクトおよびわが国からの派遣専門家の任務は，次のような課題として要

約することができ，これらの遂行可能性が検討され示された。

1 )造林計画 造林地調査データに基づく造林計画を行う (長期専門家)

造林計画，伐採計画，再植栽計画，造林地調査

2 )森林火災管理 Kinarut地区に火災管理センターを設け，各造林区域に適合した森林火災管理

3 )育種

計画を指導・立案していく o (長期専門家)

火災警戒システムの確立(気象情報と過去の森林火災履歴情報，および造林

地調査データに基づく)

各造林区域での森林火災管理体制の確立と訓練

Acacia hybridの育種技術 (短期専門家)

造林材料としての組織培養技術の導入

図3 SAFODAの組織図
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SAFODAは，財務部，総務・管理部，計画・マーケッテイング部，地図・測量部，研究開発部

(Kinarut研究所)，協同組合審議部および造林事業部に分かれている。

造林事業部において， 4箇所の地域造林事務所と本部に位置する農民私有林部がある。

マレイシア国およびサバ州の森林資源の現状と保全の課題

マレイシア国の国家計画，及びサパ州の現状と開発関連計画

独立後の30年間において，農業林業はマレイシアの国家財政を支える部門として，そしてその後

の工業化を推進して行く上で大きな役割を果たしてきた。その後の10年間の急激な工業化により，

徐々に農業林業部門は収入，外貨獲得，雇用および投資への貢献度を減じてきた。特に，労働力の

減少，農林業のための限られた適地，製造コストの上昇，国内外の競争力の激化と言った多くの新

たな障害が，農林業の新しい構造変化を求めてきた。凶

1997年以降ののマレイシアにおける経済危機は，その農業・林業の国家計画にも大きな影響を及

ぼしている o 1998年に発表された第 3次国家計画 (TheThlrd National Agricultural Policy; NAP 3 ) 

では，為替市場の自由化による通貨の不安定化が同時にその食料供給の不安定化にも影響を及ぼし

てきており，このような外的な要因による不安定化に対して，農業林業やその他の自然資源にたよ

る産業は，より戦略的に開発を進めて行く必要があると示している D しかしそうした中でも林業や

その他の自然資源による産業では，生物の多様性の保存や環境保全を強調した持続的な開発と経営

を今後も進めていくことを示しているD 同，倒

サバ州の経済は，過去30年の聞にかなりのスピードで拡大してきた。 1960年70年代は，木材伐採，

パーム油と石油がその急速な経済上昇をもたらした。これらはまたマレイシアの経済そのものを支

え，また国際市場にも大きな影響を及ぼしてきた。しかしその後，経済成長は，第 1次産品の価格

のとその産出量の低下から 特に1970年代末と1980年代当初に大きく低下した。 (8)，同

表1 サパ州のGDP成長率過去30年の推移， 1961-1993 

Periods Average Annual Grouth Rate (%) 

1961-69 9.0 

1970-77 13.1 

1978-79 3.2 

1980-89 6.2 

1990-93 6.2 

1978曲93 5.1 (平均)

1978-94 

(サパ州統計局，サバ州 11Outline Perspective Plan Sabah，1995-201011 より)
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表2 サバ州と各国とのGDPの対比 (1997)

Country Per Capita GDP Tota1 GDP 

(8tate) (U8$) (Xn温ionU8$) 

8abah 887 2，314 

Ma1aysia 3，106 36，259 

Indonesia 410 8，209 

Brunei 15，216 4，783 

(サパ州統計局)

表3 サパ州と近隣各国との比較(人口・面積・人口寄度・経済成長率)

Country I Tota1 Population I Land Area Pop. Density Pop. Growth 

(8tate)(m出ion(sq.km)(persons/sq.km)Rate(%) 

Sabah 2.39 (1995) 73，619 37(1998) I 6.8 (1991-1998) 

Ma1aysia 20.69 (1995) 327，733 67 (1997) I 2.8 (1991-1998) I 

Indonesia 194.76 (1995) 1，919，317 102 (1995) I 1.66 (1991-1995) I 
Bmnei 0.31 (19975，79553  (199~) I 3.1 (1991-1995) I 

(サパ州統計局)

マレイシアの他の地域では，過去10年間の工業化による急激な経済成長に対して，サパ州では依

然財源の多くを一次産品に頼っており，加工品の増加が依然望めない状態である。

1970年代にはSelangor州の次に豊かな州とされていたのが，第 6次マレイシア・プランでは，近

い将来 一人当たり GDPにおいてマレイシアで 2番目に貧しい州になると予測されている。

表4 サバ州のGDPに各産業が寄与する割合(%)

表5 サバ州と他州の貧困率(%)

Year 8abah Johor 8arawak W.PKuala Lumpur Malaysia 

1990 34.4 一 一 一 16.5 

1995 26.4 3.2 10.0 0.7 8.9 

1997 1.6 7.5 0.1 6.1 

2000 20.0 一 一 5.5 

ーはデ}タなし(サパ州統計局)
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サパ州の示したOutlinePerspective Plan Sabah， 1995-2010では，この 1次産業から得られる無加

工品を直接の輸出品として依存する経済構造がサバ州の経済の弱点であるとし，付加価値の高い生

産品の産出とより高技術の産業を進めていくことを求め，次のような 6項目の推進を図ることを示

している O

-現産業の生産性と効率性の向上

.新しいより高技術産業の導入

-持続的な成長をささえる地域許容力の開発と強化

.開発と発展を支えるプライベートセクターの強化

.生産を支える材料の持続的な供給の確立

マレイシア及びサバ州の森林・林業の現状と課題

(1) 森林の現況

(1)一1 森林区分

サパ州の森林面積は約431万ha(森林率60%)で，その生態的森林区分では以下のように区分さ

れている (1995年)0

1 )マングロープ林:32万ha， 4.3% 

2 )湿地林 : 19万ha， 2.62% 

トキワギョリュウ (Casuarinaequisetifolia)を主体とする海岸林，河川に沿って分布するニッ

パヤシ林，マングロープ林とニッパヤシ林の中間に立地する移行帯林および淡水湿地に立地

するスワンプ林が含まれる。

3)丘陵林 : 30万ha， 4.07% 

低地および高地にかけて立地するフタバガキ科主体の森林

4)山地林 : 70万ha， 9.50% 

標高900m以降に立地し，カシ類クリ類を主体とする山地と標高2200m以高に立地する蘇苔林

から構成される森林

5)その他 : 280万ha， 37.97% 

森林伐採または焼畑移動耕作，山火事によって弱齢林化した森林または森林再製が妨げられ

ている森林

またその森林利用における区分では，次のように分けられる。
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a)永久森林 (ForestReserVe) : 335万ha

永久に森林として管理される O それらの大部分は州の南部と中央部に分布する。

b)転用林 (Stateland Forest):  108万ha

農地・宅地等森林以外の用途に転換された森林区域。

c)国立・州立公園 (National/ State parks) : 25万ha

この中で永久森林 (ForestReserve)は，以下のClass1 ---...四に区分されている O

Class 1 保護林 (ProtectionForest) 100千ha

水資源，気候調節等環境調整機能を維持するため禁伐となっている森林

Class II 商業林 (CommercialForest) 2，670千ha

標高800m以下のフタパガキ科の樹種を中心とする木材，林産物生産のための森林

Classill 国内林 CDomestic Forest) 7千ha

国内消費，地元住民のための木材林産物生産の森林

ClassN 景観林 (Amenity Forest) 21千ha

道路沿線を中心とした景観林

ClassV マングローブ林(MangroveForest) 316千ha

マングロープ材，薪炭材その他産物の生産する森林

ClassVI 原生林 (VirginJungle Forest) 

研究のため禁伐となっている森林

ClassW 野生動物保護林 (Wildlifereserve) 

野生動物保護のための森林

88千ha

141千ha

また転用林は1940年代以降 ゴム，ココナッツ，タバコ栽培

1960年代 オイルパームプランテーション

1970年代 カカオプランテーションに転用

(コタキナパル日本総領事館資料より)
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表6 商業林における原生林の割合の推移

Year Virgin Forest (ha) % of Class II (%) 

1970 2，695，109 98.2 

1975 2，442，889 89.9 

1980 1，994，499 70.9 

1985 1，204，589 43.9 

1990 946，419 34.5 

1995 640，849 23.3 

1996 428，519 15.6 

1997 365，879 13.3 

1998 (p) 300，000 10.9 

造林地は永久森林区域 (ForestReserve)の中で行う造林，また転用林 (StateLand Forest)の中

で荒廃の度合いの大きい区域ついて行うものにわけられる。

SAF、ODAの大部分の造林区域は，永久森林区域 (ForestReserve)ではなく，この転用林 (State

Land Forest)に属している。附

(1)-2 林業の現況

サパ州の森林面積は， 1980年代前半までに急激に減少した。 1983年から1992年の10年間でも丘陵

林面積が131万ha減少あるいは劣化した。その主な要因は，農業用地への転用，用材生産および焼

畑耕作である。

用材生産による森林伐採について，適切に管理されていない森林区域で保続可能なペースを上

回って荒廃が進み，森林資源減少の大きな要因のーっとなる O 焼畑耕作はおよそサノサN内で、110万ha

の区域で行われていると言われ，州面積の14%に及ぶ。焼畑による火は，森林火災の大きな原因の

一つであり，また森林荒廃の原因でもある。劣化した森林に， 1997年1998年のような大規模な乾季

に火が入りよりひどく荒廃が進み，アランアランの草原になる。同，側

サパ州政府の木材関連収入には，州内木材加工税 (LocalProcessing Royalty) ，木材輸出税 (Export

Royalty)およびロタン輸出税 (RattanExport Royalty)がある。森林からの収益は年々減少してき

ているが，依然州財源の40%近くを占めているo 1980年代までは丸太輸出税 (LogExport Royalty) 

が主な財源で，漸収入の70%以上を占めた時期があったが，森林資源の有効利用および森林資源減

少に伴う税収減少対策として，木材高付加価値化を推進するため，木材製品輸出税をその加工度に

応じて設定している。同
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表7 丸太生産，輸出と園内加工の推移

Log Production Export E)中ort Local Local 
Year 

C1，000m3) (1，000m3) (%) (1，000m3) (%) 

1980 9，064 8，510 93.9 554 6.1 

1981 11，731 9，361 79.8 2，371 20.2 

1982 11，739 9，950 84.8 1，790 15.2 

1983 11，991 9，495 79.2 2，496 20.8 

1984 10，504 7，340 69.9 3，165 30.1 

1985 10，757 8，442 78.5 2，315 21.5 

1986 9，811 8，218 83.8 1，593 16.2 

1987 12，174 9，449 77.6 2，725 22.4 

1988 10，980 7，585 69.1 3，395 30.9 

1989 9，494 5，549 58.5 3，945 41.5 

1990 8，443 4，190 49.6 4，253 50.4 

1991 8，163 3，442 42.2 4，721 57.8 

1992 11，633 3，126 26.9 8，506 73.1 

1993 9，291 162 1.7 9，129 98.3 

1994 7，964 7，965 100 

1995 6，520 6，520 100 

」

1996 5，638 5，638 100 

1997 6，959 123 1.8 6，836 98.2 

1998 5265 377 7.2 4，888 92.8 

(サパ州統計局および(扮)

サパ州の木材供給状況の推移とそれに伴うを1989年以降示す。

1989年: 既存の製材工場の製材工場で設備改善し，州内加工化を推進する。

1990年: 州内原木消費量が丸太輸出量を上回る。

1993年 1月に州内木材加工工場への原木供給確保を目的として，サパ州産丸太の輸出禁止措置

の導入

1995年: 伐採権入札制度の導入

1996年: 丸太輸出再開

n
y
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表8 品目別輸出額の推移(百万円M)

表中の単板，製材，合板，紙，木製型枠が林産物

(サパ州統計局)

表9 森林からの収益(百万RM)

Year Revenue Year Revenue 

1980 1，098 1990 777 

1981 783 1991 700 

1982 984 1992 857 

1983 780 1993 703 

1984 680 1994 687 

1985 475 1995 606 

1986 535 1996 578 

1987 985 1997 500 (Est.) 

1988 1，060 1998 450 (Forecast) 

1989 884 一

(サパ州統計局)

このような森林と林業の直面している状況を，森林局は次のように総括している。

*森林資源はほとんど枯渇してきている

*荒廃した状況を正すために膨大な費用がかかる荒廃森林が増加してきている

*森林行政支出および森林管理費の増加

*木材生産の縮小

*州政府収入の減少
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(2) 森林政策の概況

マレーシアの森林政策においては，森林資源を保全し管理するための国家森林政策 (NationalFor-

estry Policy)が1952年に示され，その後1978年， 1992年に改正されるにつれて，現世代そして次世

代に良好な状態で森林を残して行くために，生物の多様性の重要性，森林の持続的な管理により多

くの強調が成されてきている O そしてこれらの保全ベ}スの森林管理は，サノサliサラワク州の森林

政策においても，採用されてきている。同凶，c叫同同

サバ州ではマレーシア連邦に加盟した1963年に連邦政府との間で締結したr20項目特別保障規定」

により，サバ州政府が州内森林資源、の管理経営権を持っている D 連邦政府の役割は州政府に対して

政策的な助言および技術的援助を行うこととなっているO

前述の森林および林業の現状に取り組むために，r持続的な森林管理J(Sustainable Forest Manage-

ment) を大きな柱として，森林の保存と再生を目指し，次の分野の必要を強調している D

*永続的な森林区域 (PermanentForest Estate) 

*持続的な森林管理 (SustainableForest Management) 

*森林の法的制限 (ForestLegislation) 

*効率的な収穫 (EfficientHarvesting) 

*森林資源の供給と加工能力のバランス (Abalance between resourceavailability and processing 

capacity) 

*非木材製品の利用 (Useof Non-wood Forest Product) 

*生物多様性の更新と再生の保存(Conservationof bio-diversity forest regeneration and rehabilitation) 

*アグロフォレストリー(Agroforestry) 

*社会林業，レクリエーションとツーリズム (SocialForestry， Recreation and Tourism) 

*マレー系住民の参加 (Bumiputra Participation) 

*国際協力 CInternational Cooperation) 

*森林研究と学問的研究 (ForestResearch and Scientific Purposes) 

「持続的な森林管理J(Sustainable Forest Management)とITTOガイドライン

ITTO International τ'ropical Timber Organization 国際熱帯林機構(国連UNCTADの機関，本部事務

局は本邦横浜市)は，今後の木材生産を植林によって保全される人工林から得るようにと定めてい

る。 ITTOガイドラインは，木材生産国において24項目にわたる木材生産のガイドラインを整備し，

それに道守した木材生産施業に対して証明を与える制度で，関係各国によりこれを整備し施行して

いくことが申し合わされている。このガイドラインを道守しない木材生産国から算出された生産木

A
H
U
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材を消費国は購入することができないため，生産国はこれを遵守せざるを得ない体制が整いつつあ

るO

現在サパ州政府もこの制度の導入を進めており，パイロットモデル地区としてDeramakot地域の

forest Reserveに5.5万haの地域を設けて，天然林施行管理として正確な森林計測(ForestInventory) ， 

森林にやさしい伐出作業の導入(スカイラインの導入等)，リハビリテーションおよび造林の導入

を行っているo

森林局はこのDeramakotの施業をサノサN全域に拡大するべく， 10社のコンセッション会社に森林

管理部門 (ForestManagement Uruts)を設けることを指導し，現在推進しているところである D 側，倒

現在の伐採許可は，以下の 3つに区分できるD

1 )コンセッション(Concession) 

長期にわたる伐採許可であり，その収穫対象面積は 2--8万haに及ぶ。現在10の業者がコン

セッションを得ている。

2 )特別ライセンス (SpecialLicenses) 

5年間の許可期間がある。 1--5年延長されることがある。許可面積はそれぞれ異なる D

現在60のライセンスが発給されている D

3)年間ライセンス(AnnualLicenses) 

1年間で終了するが，次年度も許可を得ることはできる。許可面積はそれぞれ異なる。 年

間およそ500以上ののライセンスが発給されている。

現在伐採後の造林は義務化されていないが，今後の森林管理ガイドラインに従えば，ガイドライ

ンにしたがった造林義務が伴うことになるo

(3) 森林管理体制

(3)一1 永久森林における管理

州の森林林業については，州知事 (ChiefMiruster)府の中に属する森林局が政策を司っている。

サンダカンに10の部を擁する本部と 5つの森林地域事務所 (RegionalOffices;Kerungau， Kota Kina-

bal， Sandakan， Tawau， Kudat) ，さらにその下に20の森林管理事務所 (DistrictForest Offices)を有

している O

永久森林 (ForestReserve)は， 155の森林区域に分けられている。そのうち商業林(Commercial 

Forest)の2.67万haは， 38の管理区に分けられ，その他の0.67haは117の管理ユニットの分けられて

いる D
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これらの森林区域を，本部の森林計画管理部門において127名， 5つの森林地域事務所には合計72

名，そして森林管理事務所において141名で管理されている。また現在日のコンセッション， 60の

特別ライセンスと500の1年間の利用が認めらている年間ライセンスが発給されており，森林管理官

一人あたり30，000haを管轄とし，また年間70，000m3の木材生産を管理していることになる (1993，

Kleine M and Heuveldop.) 0 

(3)-2 造林における管理

サパ州の造林は，前述の永久森林内のコンセッション会社による劣化の著しい筒所に行なわれる

造林のほか，州、l有地内 (StateLand Forest)において主にSAFODAのほか次の 2つの団体によって

行われている。

*サバソフトウッズ社 (SSB)

1973年にサパ基金 (SabahFoundation ;州政府機関)と北ボルネオ木材会社の合弁によって設

立された(サパ基金:北ボルネオ木材会社=60: 40) 0 州政府からのTawauで、の貸与地 (Gazette

Land) に，天然林61，000haの伐採跡地に，Eucalyputus deglupta， PIαraseriαnthesfiαlcαtαバα

および白nelinααγboγeαの早生樹種の植林を行っている。

*サパ・フォレスト・インダストリー (SFI)

州政府100%出資の総合木材会社として設立され，州政府から約29万haの天然林を与えられて

いる O 伐採した材のうち，商業的価値の高い樹種は原木のまま輸出し，残りを1988年に商業生

産を開始した製紙プラントに供給している。将来的に 6万haまでの植林を計画している。

これらの 2社が天然林に伐採を行った後の植林を主体とした商業ベースの造林であるのに対し，

SAFODAの造林は州政府から指定されているStateLandが，森林が劣化・荒廃しすでに草原化して

いる地域を主体としており，より公益ベースの造林であると言える D

このほか個人ベースの造林として， SAFODAが主体となって進めている小規模農家森林増進事業

(Private Tree Farm Program)がある o SAFODAが農家にAcαciαmαη。ωm等の苗を提供して造林

を進めている O またSAFODAに登録することによって，造林地と木の所有権を明確にしていく効果

も図られている。

(4) 森林・林業分野における課題

サパ州では，過去の天然林からの木材生産による森林の疲弊と，それに伴うマレイシア全土の森

林の持続的な経営手法の導入から，天然林からの木材生産が以前のようなペースで行なうことが非

常に困難な状況になってきている D
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それに対する造林区域からの木材生産では，大部分がAcαciαmαng仰 mのパルプ材生産を目的と

した造林がほとんどであるO しかし以下に示すように，現在のAcαc仰 mαng仰 mのパルプ材として

の市場価格では，造林経営を行なうことがほとんど不可能な状況である。造林における大きな課題

として，天然林の代参となる木材供給の場としての造林地から，パルプ材としてではなく，より付加

価値の高い木材生産が行なえる樹種あるいは造林施行の方法が求められている。

また森林火災からいかに森林および造林地を守っていくかがもう一つの大きな課題として挙げら

れる。後にSAFODAの森林火災について述べるように，ある特定の区域ではほとんど定期的にかな

り大きな面積の区域が，森林火災による被害をうけている状況である D それらの区域で効率良く効

果的に森林火災を防いでいくシステムの確立と，地道な普及活動よるその火の発生源をへらしてい

く努力が求められている O 制

今後の森林保全戦略の課題

Acac，忽 mangiumを取り巻く造林事情と木材市場

現在マレイシアにおける Acαc仰 mangωmの造林木は，チップとパルプ以外大部分が市場で、の価

値を成さない状況である D 特に半島部では， 7--8年を過ぎた頃からハートロット病の出現率が高

くなり，大径木として育てる場合芯抜け材の出現率が非常に高くなる。またその物理的な性質やそ

の色調から木材としての利用が難しく，チップとパルプ。以外その利用方法を開発されるに至ってい

ない。半島マレイシアではほとんど無価値なものとしてみる林業関係者も多く ，Acac的 mαng似怖

による大規模造林が歴史的に間違いであったとする人々もいるo 半島マレイシアでは1990年代から

Acaciαmαng仰mの造林を停止している状況である。

サパ州では，Acαciamαng仰mのハートロット病出現率が半島ほどには高くない。また北部を中

心にパルプ材として取引される場合，市場ではAcαciαmαngiumのほとんどがチップとハートロッ

ト病の出現率が高くなる前に伐出する，あるいはパルプ材として利用されるため材質を関われない

等の理由で，ハートロット病がほとんど問題視されていない。

SAFODAで現在生産されている大部分 (90%以上)がAcαc仰 mαng仰 mで，すべてチップとパル

プの目的で生産されている。またその収穫が近年始まってきており，パルプ材，チップ材としてお

もにインドネシアに輸出されている。

現在SAFODAで取引されている価格は，最終工程の伐採と搬出を買い手の責任として約35RM(マ

レーシアリンギット 1RM=30円)/m3で取引されている D しかしマーケット部の責任者の話で

は，最低60RM/m3で、ようやく初期設定(造林を 1から始める場合)の製造経費原価を守れるとの

ことである O つまり現在原価割れで、売っている状況である O

パルプ材，チップとしての需要は安定しており，現在おもにインドネシアに輸出されている。ま
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た現在SAFODAが日本のパルフ。企業に輸出してはいないが，今後の日本の景気が上向きとの情報か

ら， SAFODAの日本への輸出先の開拓を期待しているとの声があった。木材における日本とのつな

がりの深さの歴史から，やはり日本の経済動向が大きく影響しているようである O つまり日本の景

気が回復すればサバ州の木材市場も活気を得るという期待感が感じられる。

Acaciαmαng仰 mのパルプ材としての市場はその価格の高低はともかく，サノサNの北部で、確立さ

れてきつつある O 中国と地元企業EnnoEnterpriseとの合弁により，大規模なパルプ工場の建設が予

定されており，より一層の需要の拡大とそれに伴う市場価格の安定が見こまれている。

サバ州南部で、は， Acαc仰 mαη。ωmがパルプとしてほとんど売れない状態である O パルプ工場お

よび輸出基地が北部にあり， (パルプ工場はTawau，輸出港がKudat)その輸送費がほとんど材料価

格を上回るため，パルプ材として買い手がつかない状態である D しかしこの地域では，木材加工品

としての利用が始まりつつあるO

南部のKeningau地区周辺で、は，大小様々な30~4aの製材会社がある O しかし現在天然木からの材

料供給不足は深刻で，この経済危機とあいまって操業している工場はその中の10%程度であるo そ

のため製材工場の中には材料を造林木の中から探し始める動きが出ている。特にゴムはフィンガー

ジョイントの家具材として，その地位を確立しつつある。

本年度SAFODAの南部造林区域からおよそ600m3のAcαc似 mαng仰 mの立木を伐採し販売した。

立木価格35RM/m3で，買い手の伐採および、運搬責任で、ExcellaWood lndustriesへ販売された。これ

らはフインガージョイント木材として加工され，現在日本アメリカに輸出されてきつつある D 現在

SAFODA造林地内のAcαc似?加ngiumはすべてパルプ材として植栽されたため，およそ15年生でも

丸太から製品となる部分の歩止まりが悪く，およそ15%(Pinus carebiaで、25%，これがほぼ標準)

に留まっている。心材はほとんど利用されずに廃棄されることが，歩留まりを非常に悪くしている

ことに大きく関係している口また材積調査結果ではおよそ2600m3で、あったが，買い手に引き取られ

たのがそのうちおよそ600m3であった。パルプ材としてのAcαc仰 mαη。ωmは，立木2600m3からお

よそ90m3のフインガージョイント材が生産できることになる D また立木の実質価格はおよそlORM

/m3に満たないことになるO この歩止まりの悪さは，また森林火災による Acac仰 mαη。ωm造林地

の状態の悪さも大きく影響している O

SAFODAの1999年3月時点での事業面積は以下の(表10)の通りである。

R
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区域 区域面積

Benkoka 62，553 

Northern 22，318 

Southern 12，859 

Western 4，289 

Central 11，975 

Total 113，988 
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表10 SAFODAの事業面積

造林 個人造林

17，061 。
5，121 3，239 

2，797 11 

1，554 8 。 1 

26，553 3，259 

嬢 合計

24 17，035 。 8，360 

757 3，565 

421 1，983 

7，135 7，136 

8，337 38，129 

現在の藤を除く造林面積の大部分 (90%以上)は，Acαc仰 mαηg仰mで、占められている。またロタ

ンの支柱木として，PIαγαseriαηthesfalcαtαriαが用いられている。

SAFODAの有する機能として， 2つの側面があることは， SAFODAの目的と活動'で述べた。その

一つは，無利用地，荒廃地に森林を育てること，もう一つは，商業活動として自立した活動を行う

ことである。上に述べたことは，商業活動における Acαcぬ mαηg仰慨を生産木の大部分とするSA-

FODAの問題点といえる D しかしその社会的な貢献という点では，Acac似 mαng仰mおよびSAFODA

の活動が過少に評価されていると感じられる。特にSAFODAが荒廃地にAcαciamαng仰mを植える

きっかけとなったサパ州北部地域については，もっと高い評価がなされるべきだと感じられた。

サバ州北部で、Acαciαmαηg仰mが導入された経緯として，森林火災が大きな要因となっている。

Acaciαmα旬。ω仰が導入される以前まで，定期的に起こる火災をそのおもな原因として，多くのア

ランアラン草地が拡大していた。 1970年代に，火災に対する耐性がある樹種としてAcαc仰mαn-

g仰mが導入された。その後SAFODAが中心となって，サノリ'"北部を中心にAcαciαmαng仰mが植

えられた。 SAFODAの造林地と共に，普及活動により農民の私有地にも Acαc似 mαng仰mの苗木を

供給しながら，徐々にその面積を拡大していった。その結果植林を実施していない地域にも，Acα-

ciαmαng仰mの自生する草地が現れてきた。その自生の大きな要因として，Acαciαmαng仰mが火

災後に発芽するという生態が大きく関係しているo 4 ----5年毎に起こる森林火災が，造林地から飛

散(あるいは烏による)した種子の発芽を促しているO その結果，多くの余剰地 (marginallands)

にも Acaciαmαngiumの森林が出現しているO

それらの余剰地，または共有地内から，地域の農民がAcαc仰 mang仰仰を収穫し，余剰の所得を

獲得しつつある D 低い価格ながら Acαc似 mαηg仰mの安定した買い手と市場価格がサパ州jヒ部にこ

の 2----3年の間には出現してきている。農民としては，ほとんど植付け・手入れのインプットなし

に獲得できる利益である O つまり今まで、価値のなかった土地にAcαc仰mαng仰mが出現し，市場が

できたことによってその土地と Acαc仰mαng仰mに価値が付加されてきつつあるO

現在，その地域におけるSAF、ODAの貢献は，その造林面積と小規模私有造林事業の面積に限られ

-196-



熱帯林消失の現状と保全対策

てきたが，それら余剰地に価値を付加してきたことは評価されていない。今後のそれらの余剰地に

おける Acαc似 mαngiumによって付加された価値を評価することによって(経済的社会的研究活動が

必要と考えられる)， SAF、ODAの当地における社会的な貢献度を数量的に評価できると考えられる。倒

市場を考慮した木材生産の課題 -Acαc似 hybridの展望ー

一造林一

先のプロジェクトでは， Kinarut試験地内に，約190Haの展示林と20haの樹木園が造成された。ま

たプロジ、エクト終了時に継続的な樹木の計測を行なうように，試験地が設定されていた。

しかし， 1998年の火災で50%以上の試験地が火災の被害を受けたこと，人事的な配置転換により

データ採取の継続性が途切れたこと(担当者間の連絡が十分で、なかった)，また1997年以降の財政

危機による活動費の削減などが原因となり，現在データがほとんど採取できない状況である。

また，現在各地の造林地で行なわれている造林作業では，生産木の大部分がパルプ材生産を目的

としており，間伐，枝打ち等の造林作業がほとんど行なわれていなし」しかし先に記したように本

年度から本格的に各地で伐採作業が行なわれてきており，パルプ材として生産されたAcαc的 mαn-

g仰m'こ対する危機感から，今後の伐採跡地の造林地でパルプ材生産より付加価値の高い木材生産を

目指して，間伐，枝打ちの導入や他の樹種の検討が必要であることが議論されてきているO

プロジ、エクト終了後特にマレイシアにおける経済危機や森林火災その他の要因に影響されて， Ki-

narut地域における直接的なプロジェクト活動の継続はほとんど見られないが，プロジ、エクトの訓練

活動における造林技術の基礎的な技術を習得した中堅技術者が各地におり，それらの技術者による

先のプロジ、エクトで改良された造林技術を今後各地で汎用して行く段階にきていると考えられる。側

一森林火災による消失問題-

森林火災の訓練活動は， 1994年以降3回各地の森林火災担当者を集めて， Kinarutで行なわれてい

るO しかし， 1997年6月を最後に財政的な緊縮によって，森林火災の訓練は行なわれていなしh ま

た， 1998年火災当時には， 10年~15年に一度という大乾季の訪れと財政危機による消火人材・機材

の不足から大きな火災の被害に見まわれることになった。

活動の現況と課題

SAFODA首脳部は，前述のAcαciαmαng仰 mの市場での情勢から，組織の財政的な危機感を非常

に強めてきている。また1997年以降の財政危機により，州政府からのグラントが1996年に比べて60%

まで削減されて来ていることも， SAFODAの組織そのものの存続について首脳部の危機感を高めて

いる要因となっている O

円
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これらを打開する方針として以下の方向を検討する。

1) Acαciαmαng仰 mのパルプ・チップ材以外の利用方法の開発

前述の‘Acaciαmαng仰 mを取り巻く造林事情と木材市場'において，特にサパ州北部において，

Acαc似 mαng仰 mが果たしてきた役割の大きさを述べた。またKilang Papan Dasatu Sdn .Bhd 

(KPDS) との契約から，今後60年にわたって主にAcαc仰 mαng仰 mを中心としたパルプ材の供給

が求められている O そのためSAFODAでの急激な造林木の樹種変換は望めない状態である。しかし，

このままの市場価格では， SAFODAの自立は到底望めない。さらに赤字が累積されて行き，SAFODA

の存続が間われれば，当地でのパルプ材の供給も危うくなり，結果として現在まで形成されてきた

Acaciαmαngωmの市場も危うくなる。

今後の一方の対策として，Acαciαmαηg仰 mそのものの質を向上し，より付加価値の高い製品の

開発，あるいは現状のAcαc仰 mαng仰 mの材質で、製品となるような使い方の開発が挙げられる。

2) Acαc似 hybrid(Acαciamαゆ酬と Acαciααuriculiformisの混交種)の開発

SAFODAの造林木が90%以上を Acαc似 mαη。ωmで、占めている現状では，以上に示した理由から，

自立した経営を行って行くことは非常に難しいと考えられる。他のより付加価値の高い，すなわち

よりチップやパルプより木の原形をよりとどめる製材木や合板木に使用可能な樹種の導入が必要で

あり， SAFODAの研究所でもその開発を最優先としている O

SAFODAでは， SAFODAの北部地区， KotaBeludから約30km地点、にある造林地内で，偶然見つけら

れた通直で非常に形質の良いAc似 αhybrid( Acac的側旬仰mとAcacぬ α附 culずormおの混交種)

の造林樹種としての可能性を検討している。1960年代に旧国道沿いにAcαc仰 αtιγ'iculifo門 nisが植え

られ，その後1970年始めに当地域に大規模な森林火災があった。その直後にAcαciαmαngωmと混

交し偶然自生したらしいとのSAFODA職員の談話である O 形質の良い優良木(精英樹)として， 1980 

年始めに見つけられた。 SAFODAの研究者の大多数がこの樹種の造林木としての成功が， SAFODA 

の将来を左右すると考えているO

彼らはAcac似 hybridの形質をそのまま残すため，組織培養による繁殖を望んでおり，そのための

機材導入を最も望んでいる。 JICAの前プロジ、エクトでも ，Acαciαmαng仰m以外の樹種を注目し，

それの開発を行いAcαc仰 hybridの繁殖を手がけようとしていた矢先にプロジ、エクトが終わった。そ

のためある程度の組織培養の機材が残っている O

市場関係者(住友林業，住友商事)も，Acaciαhybridのより付加価値の高い木材としての可能性

を聞いているという話であった。またパルプ材としても再生可能な良質な材質を有するとする試験

結果が出ているとの話である (SAFODA:研究員の口述;出典は未確認)。
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3) Acαciα mαng仰m~こ頼る造林構造の変革(多用な樹種による造林と多用な経営方針の開発)

Acαciαhybridがより付加価値の高い木材としての可能性が有ることを述べたが， SAFODAが今後

において仮にAcacぬ hybridの植林に成功したとして，もしAcαc句 hybridのみの樹種にたよってす

べての変換をその一つの造林樹種に集中させることは，現在のAcαciαmαng仰mによる造林がもた

らした諸問題を将来に招くことになりかねない。それは非常に危険であり，徐々に多用な樹種，多

用な経営方針を採用して危険を分散し，徐々にAcαciamαηg仰 m主体の造林を他の樹種へと変換し

て行く必要がある。

その意味でSAFODAが現在もっとも必要としている分野として，市場の動向をにらみながらSA-

FODA全体の経営方針と全体計画を策定すること，Acacia hybridの開発，またその他の造林樹種を

導入し，Acaciαmαng仰 m主体の造林構造を徐々に変換していくことが挙げられている O

経営の多様化として，現在進めている早成樹種のみならず，中伐期の樹種およびより木材として

の価値のより高い長伐期樹種の導入も考える必要があろう D

現在， Ipohの複層林フ。ロジ、エクトで、は，Acαciαmαng仰 mを上層木として，主にフタバガキ科(Dip-

terocαrpus spp.)の造林技術の確立が目指されており，ほぼ最終段階に入っている。また来年度か

らは新しいプロジ、エクトとして，早成樹種や中伐期樹種についての造林技術開発をスタートする準

備が進められているO 複層林プロジェクトの木村専門家によると，特に当サバ州で、適'性で、あろうと

推薦される造林樹種は以下のものであった。

Sentang CAzadirachtαωelsa) 

半島マレイシアのあらゆるところで植林されているのを見かけられる D とくに東海岸(クランタ

ン，トレンガヌ)が盛ん。 3年で、15cmくらいに成長している例もあり，奇跡の木として地元紙など

でも取り上げられている D

Sentang造林はもともとタイでかなりの成功を収めたようで，次第にマレイシアにも普及してきて

いる O しかしながら，チークと同様半島マレイシアでの成功例は少ない。シュートポーラーにやら

れやすいのと， 5mぐらいで枝分かれして上に伸びないという例を多く見かける D

本邦国立森林総合研究所の田中信行研究員がタイで試験植林した実証結果は重要である D また，

FRIM (マレイシア森林研究所)にもおntang関連の資料は公開されていて入手可能であるO 乾期の

ある気候がこの樹種の植林には適していると思われるのでサパ州の造林にも適性が見込める。

アフリカン・マホガニー (Khαuαspp.)

半島マレイシアでは現在注目株。成長が早く，材質も良い。ただ，接触に対して敏感すぎるので
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つるに巻かれると樹形が異常に変形する。

Shoγθαγoxbuγ'{]hii， Sungkai (Peronemαcαnescens) 

造林が容易な樹種としてはSho何 αγoxbuγ'{]hiiやSungkai(Peγonemαcαnescens)があげられる。

半島マレイシアではまだ注目されていないが，インドネシア東カリマンタン州のスプル造林実験地

では有望造林樹種として既にとりあげられ注目されている。山火事などで被害を受けても萌芽で更

新する能力がある。

また， Kota BeludのSAFODA区域内で，以下の 6種(そのうち 4種が郷土樹種)の中伐期~長伐

期の樹種について，造林適正試験を行う予定がある。現在までほぼ20年間のAoαdαmαng仰m植栽

実績により，当地域での土壌そのものの改良が見込まれ，かなり良い成績を残すことが期待される。

JELU'I、ONG(Dyeγα costulαω) 

PULAl (Alstoniαspp.) 

Sentang (Azadirachtαexelsα) 

Kayu Lalang (Anthocephαlus chinensis) 

阻mya (幻協仰 spp.)

Anthocephalus chinensis syn. A. cαdαmbα:K<αdαm tree or lalang 
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この際に得た知見を基に，同年 8月にマレイシア国立大学群サパ大学 UMSUniversity of Malaysia 
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トの長期派遣専門家であり，熱帯における森林火災問題の専門家でもある上田具之氏の多大の協力

を得た。上田氏と筆者は共に森林水文学ForestHydrologyを専攻し，それぞれの研究の専門分野と

してきた。また森林水文学の観点から，森林の水土保全機能さらに熱帯における植生の，特に森林

の水土保全機能の解明を研究課題として，その成果を流域管理の実際において熱帯の環境保全に資

することを重要な目標としている O 上田氏には，現地調査の際は車両と運転手の提供や研究補助の

ための技術者，研究補助員の提供の便宜を受け，また資料調査においては同氏のこれまでの研究・

調査の蓄積の中より多くの貴重な資料の提供を受けた。ボルネオの現地において同氏と共に共有の
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研究課題について調査し，協力を受けた事は望外の幸であった。同氏による fSAFODAアーターケ

アー・プロジ、エクト事前報告書J(JICA) は，本報告の全体にわたって参照した。深く謝意を表す
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